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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのしょうぼうたいの消太    がかくれています。どこにかくれているかな？
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平
成
28
年
１
月
に
酒
々
井
消

防
署
の
消
防
ポ
ン
プ
車
が
更
新

さ
れ
ま
し
た
。
車
両
室
内
の
天

井
部
分
に
は
積
載
品
を
収
納
出

来
る
棚
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

積
載
品
が
室
内
を
圧
迫
し
て
活

動
の
支
障
に
な
ら
な
い
様
な
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
車
両
外
周
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
作

業
灯
が
装
備
さ
れ
視
認
性
、
安

全
性
を
高
め
て
お
り
、
車
両
後

部
に
は
電
動
式
乗
用
ホ
ー
ス
カ

ー
を
積
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
車
両
よ

り
車
体
の
大
き
さ
が
コ
ン
パ
ク

ト
で
大
型
車
両
が
進
入
出
来
な

い
狭
路
に
も
進
入
が
可
能
で
す
。

　
さ
ら
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
救
急
資

器
材
を
新
た
に
積
載
し
た
こ
と

で
救
急
隊
と
と
も
に
活
動
が
可

能
と
な
り
、
幅
広
い
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
消
防
車
両
の
見
学
は

随
時
可
能
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
見
学
お
待
ち
し
て
い
ま
す
!!

■
問
合
せ
先　
酒
々
井
消
防
署

☎
０
４
３（
４
９
７
）０
１
１
９

　
消
防
庁
及
び
厚
生
労

働
省
で
は
、
救
急
業
務

及
び
救
急
医
療
に
対
す

る
国
民
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
、
か
つ
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意

識
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
９
月
９

日
を
「
救
急
の
日
」、
こ

の
日
を
含
む
１
週
間

（
今
年
は
９
月
４
日（
日
）

か
ら
９
月
10
日
（
土
）

ま
で
）
を
「
救
急
医
療

週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
で
は
毎

年
、
こ
の
時
期
に
救
急

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
参
加
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

〈
日
時
〉

平
成
28
年
９
月
３
日（
土
）

11
時
00
分
か
ら
13
時
00
分

※

雨
天
時
は
店
内
で
実
施
し

ま
す

〈
場
所
〉

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ
が

丘（
佐
倉
市
西
ユ
ー
カ
リ
が
丘

６
丁
目
12
ー
３
）

〈
内
容
〉

①
応
急
手
当
の
実
技
指
導【
心

肺
蘇
生
法
】

②
救
急
車
両
展
示（
雨
天
中
止
）

③
模
擬
電
話
に
よ
る
119
番
通

報
訓
練

④
広
報
物
品
の
配
布

⑤
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト（
雨
天
中
止
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防
課
救
急
救
助
係

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
４
８
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火
災
発
生
件
数
は
47

件
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
３
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
火
災
種
別
ご
と

の
火
災
発
生
件
数
は
、

建
物
火
災
が
26
件
、
そ

の
他
火
災
が
９
件
、
車

両
火
災
が
７
件
、
林
野

火
災
が
５
件
で
す
。
建

物
火
災
を
出
火
原
因
別

で
み
る
と
最
も
多
い
の

が
、「
放
火
（
放
火
の
疑

い
を
含
む
）」
に
よ
り
発

生
し
た
火
災
で
８
件
、

次
い
で
「
こ
ん
ろ
」
が
３

件
と
な
っ
て
お
り
、「
た

ば
こ
、
溶
接
・
溶
断
機
、

そ
の
他
」
の
原
因
に
よ

る
火
災
が
各
２
件
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
救
急
出
場
件
数
は
５

７
２
１
件
で
、
前
年
と

比
較
し
て
202
件
の
減
少

で
あ
り
、
構
成
市
町
別

み
る
と
佐
倉
市
が
３
５

６
０
件
で
130
件
の
減
少
、

八
街
市
が
１
７
４
０
件

で
26
件
の
減
少
、
酒
々

井
町
が
421
件
で
46
件
の

減
少
で
す
。

　
事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最
も
多
く
３
７
１
７

件
、次
い
で
「
一
般
負
傷
」

779
件
、｢

交
通
事
故｣

が
494

件
で
す
。

　
救
助
出
動
件
数
は
66

件
で
、
前
年
と
比
較
し

て
１
件
の
減
少
で
あ
り
、

構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
39
件
、
八
街

市
が
22
件
、
酒
々
井
町

が
５
件
で
す
。
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〜
６
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熱
中
症
患
者
は
６
月

頃
か
ら
発
生
し
は
じ
め
、

７
月
か
ら
８
月
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
次
第
に
減

少
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
９
月
に
入

っ
て
も
油
断
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
環
境
省

に
よ
る
全
国
19
都
市
と

沖
縄
県
に
お
け
る
熱
中

症
発
生
状
況
を
み
る
と
、

全
熱
中
症
患
者
の
10
％

弱
は
９
月
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

組
合
管
内
の
救
急
搬
送

状
況
で
は
全
体
の
５
％

弱
（
平
成
27
年
調
査
）
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
涼

し
く
な
っ
て
も
油
断
せ

ず
、
熱
中
症
の
予
防
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
熱
中
症
」
と
は
、
室

温
や
気
温
が
高
い
中
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

の
調
節
機
能
が
な
く
な

り
、体
温
上
昇
、め
ま
い
、

体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
い

時
に
は
痙
攣
や
意
識
の

異
常
な
ど
、
様
々
な
障

害
を
お
こ
す
症
状
の
こ

と
で
す
。

•
部
屋
の
温
度
を
こ
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。（
普
段
過
ご

す
部
屋
に
は
温
度
計

を
置
く
。）

•

室
温
28
℃
を
超
え
な

い
よ
う
に
、
エ
ア
コ

ン
や
扇
風
機
を
上
手

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

•

の
ど
が
渇
か
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
補

給
し
ま
し
ょ
う
。

•

外
出
の
際
は
体
を
し

め
つ
け
な
い
涼
し
い

服
装
で
、
日
よ
け
対

策
も
し
ま
し
ょ
う
。

•

作
業
や
運
動
中
は
、

無
理
を
せ
ず
適
度
に

休
憩
を
し
ま
し
ょ
う
。

•

日
ご
ろ
か
ら
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
体
力
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
。

　　
も
し
、
熱
中
症
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
次
の

よ
う
な
応
急
手
当
を
し

ま
し
ょ
う
。

•

涼
し
い
場
所
へ
移
動

し
、
衣
服
を
緩
め
、

安
静
に
寝
か
せ
ま
し

ょ
う
。

•

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
、

扇
風
機
、
う
ち
わ
な

ど
で
風
を
あ
て
、
体

を
冷
や
す
。

•

水
分
が
飲
め
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
少
し
ず

つ
頻
繁
に
取
ら
せ
ま

し
ょ
う
。

　
こ
ん
な
時
は
た
め
ら

わ
ず
に
救
急
車
を
呼
び

ま
し
ょ
う
。

•

自
分
で
水
が
飲
め
な

か
っ
た
り
、
脱
力
感
や

倦
怠
感
が
強
く
、
動
け

な
い
場
合
。

•

意
識
が
な
い
（
お
か

し
い
）、
全
身
け
い
れ
ん

な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
。

　
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」

と
は
極
め
て
短
時
間
で
全
身

に
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

出
る
反
応
の
こ
と
を
い
い
、

血
圧
の
低
下
、
意
識
障
害
、

呼
吸
困
難
な
ど
が
起
き
て

生
命
に
危
険
な
状
態
に
な

る
こ
と
を
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
と
い
い
ま

す
。

　
特
に
気
を
付
け
て
ほ
し
い

原
因
の
ひ
と
つ
は
ス
ズ
メ
バ

チ
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
蜂

に
刺
さ
れ
た
た
め
に
起
こ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
、
こ
れ

に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
は
刺
さ
れ
て
か
ら

症
状
が
出
る
ま
で
10
分
か

ら
15
分
程
度
と
非
常
に
短

く
、
全
国
で
は
年
間
20
人
ほ

ど
が
治
療
が
間
に
合
わ
ず

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
蜂
の
活
動
時
期
は
春
か

ら
秋
で
す
が
、
攻
撃
性
が
高

ま
る
の
は
８
月
か
ら
10
月
頃

で
、
こ
の
時
期
は
特
に
蜂
刺

さ
れ
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

蜂
に
刺
さ
れ
た
ら
？

　
蜂
に
刺
さ
れ
て
毒
針
が

残
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
あ

ま
り
無
理
を
し
て
取
り
除
い

た
り
、
毒
を
出
す
た
め
に
つ

ま
ん
だ
り
す
る
と
、
逆
に
毒

そ
の
も
の
や
毒
針
、
細
菌
を

体
内
に
押
し
込
ん
で
し
ま
う

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

た
だ
ち
に
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
受
診
し
、
医
師
に
よ
る

適
切
な
処
置
・
治
療
を
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

症
状
が
重
い
時
は
救
急
車

を
！

　
全
身
の
じ
ん
ま
し
ん
や
息

苦
し
さ
、
め
ま
い
、
動
悸
な

ど
を
感
じ
た
場
合
は
す
ぐ
に

119
番
へ
電
話
し
、
救
急
車
を

呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

65
歳
以
上
の
方
、
若
し
く

は
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
又
は
２
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
）
で※

一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
方
は
、
119
情

報
登
録
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
119
情
報
登
録
は
、
既
往
歴
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
及
び
緊

急
連
絡
先
な
ど
の
情
報
を
消

防
組
合
で
把
握
し
て
お
く
こ

と
に
よ
り
、
緊
急
時
に
お
い

て
の
対
応
を
よ
り
迅
速
に
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
　
申
請
書
は
消
防
組
合
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
最
寄
り
の

消
防
署
及
び
出
張
所
に
も
備

え
て
あ
り
ま
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防

本
部
指
揮
指
令
課
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
119
情
報
登
録
で
知

り
得
た
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
佐
倉
市
八
街
市
酒
々
井

町
消
防
組
合
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
厳
重
に
管
理

し
ま
す
。

※

一
定
の
条
件

・
同
居
人
が
い
な
い
方

・
同
居
人
が
い
て
も
そ
の
方

が
次
の
項
目
に
該
当
す
る
か
、

18
歳
未
満
の
場
合

①
65
歳
以
上
の
方

②
身
体
に
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
又
は
２
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
指
揮
指
令
課
　

☎
０
４
３（
４
８
１
）０
１
１
９

　
119
番
通
報
を
受
信
す
る「
ち

ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
位
置
情
報
通
知
装
置

に
よ
り
通
報
さ
れ
た
方
の
位

置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
速

や
か
に
災
害
地
点
を
特
定
し
、

通
報
か
ら
消
防
車
や
救
急
車

な
ど
の
出
動
ま
で
の
所
要
時

間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
携

帯
電
話
か
ら
の
通
報
の
場
合
、

通
報
場
所
に
誤
差
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
通
報
時

に
は
必
ず
「
市
町
村
名
」
か

ら
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
通
報
場
所
の
近
く

に
固
定
電
話
が
あ
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
固
定
電
話
か
ら

の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
９
情
報
登
録
に
つ
い
て

１
１
９
番
通
報
は
で
き
る

だ
け
固
定
電
話
で
お
願
い

し
ま
す

熱中症
残暑にも気を抜かず
予防しましょう！

蜂
に
ご
注
意
！

　

 

〜
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
〜

蜂
に
ご
注
意
！

　

 

〜
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
〜

「
熱
中
症
」
と
は
？

熱
中
症
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

「
熱
中
症
か
な
？
」
と

思
っ
た
ら
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平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
、
不
特
定
多
数
の
方
が

出
入
り
す
る
建
物
に
お
い

て
消
防
用
設
備
等
の
不
備

が
あ
る
な
ど
、
重
大
な
消

防
法
令
違
反
の
情
報
を
公

表
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま

す
。
利
用
者
が
安
心
し
て

建
物
を
利
用
す
る
た
め
、

自
ら
情
報
を
入
手
で
き
る

よ
う
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

119-sys.jp

）で
公
表
し

ま
す
。

■
問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課
査
察
調

査
係

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
２
５

消
防
組
合
の
救
急
自
動
車
が
ア
フ
リ
カ
で
活
躍

消
防
組
合
の
救
急
自
動
車
が
ア
フ
リ
カ
で
活
躍

　
平
成
28
年
２
月
26
日
、
ア
フ

リ
カ
大
陸
南
東
部
に
位
置
す
る
、

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
ン
コ
タ
コ
タ
県

セ
ン
ト
・
ア
ン
ズ
病
院
へ
、
消
防

組
合
で
約
10
年
間
活
躍
し
て
い

た
救
急
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
同
病
院
の
要

請
に
基
づ
き
、
在
マ
ラ
ウ
イ
共

和
国
日
本
大
使
館
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政

府
開
発
援
助
）「
草
の
根
・
人
間

の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」

の
資
金
援
助
に
よ
り
実
現
し
た

も
の
で
、
救
急
自
動
車
は
、
平

成
27
年
12
月
の
車
両
更
新
時
に

消
防
組
合
か
ら
一
般
社
団
法
人

日
本
外
交
協
会
へ
寄
贈
し
て
い

た
も
の
で
す
。

　
救
急
自
動
車
が
贈
ら
れ
た
同

病
院
は
、
ン
コ
タ
コ
タ
県
内
に

２
つ
あ
る
二
次
医
療
病
院
の
一つ

で
、
県
内
住
民
を
含
む
約
７
万

１
０
０
０
人
に
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
病
院
で
す
が
、

こ
の
地
域
で
は
救
急
自
動
車
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
緊
急
搬
送

が
必
要
な
傷
病
者
を
地
方
の
診

療
所
か
ら
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
救
え
る
命
が
救
え
な
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
救
急
自
動
車
が
活
躍
し
、

質
の
高
い
救
急
医
療
に
役
立
ち
、

よ
り
多
く
の
命
を
救
え
る
こ
と

を
願
い
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

事
業
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
家

族
な
ど
と
の
安
否
確
認
の
電

話
が
大
量
に
殺
到
し
、
県
内

で
も
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
災
害
の
発
生
時
で

も
家
族
や
知
人
と
の
安
否
確

認
や
避
難
先
の
連
絡
等
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、

毎
月
１
日
と
15
日
な
ど
に
体

験
利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
家
族
や
知
人
と
の
安

否
確
認
方
法
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な

ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
被
災
地
の
方
が

「
171
」
の
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す

る
と
、
自
宅
の
電
話
番
号
あ

て
に
音
声
に
よ
る
安
否
情
報
を

録
音
す
る
こ
と
が
で
き
、
電
話

番
号
を
知
っ
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
、
全
国
か
ら
再
生
が
で
き
ま

す
。

　
一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携

帯
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

伝
言
の
登
録
方
法

①「
171
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す

（
ガ
イ
ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ

ま
す
）。

②
録
音
す
る
に
は
「
１
」
を

ダ
イ
ヤ
ル
。

③
自
宅
の
市
外
局
番
か
ら
の

電
話
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
録
音
し
ま
す
。

伝
言
の
再
生
方
法

①「
171
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す

（
ガ
イ
ダ
ン
ス（
案
内
）が
流
れ

ま
す
）。

②
再
生
す
る
に
は
「
２
」
を

ダ
イ
ヤ
ル
。

③
安
否
を
確
認
し
た
い
相
手

の
市
外
局
番
か
ら
の
電
話
番

号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
に
従
っ
て
再
生
し
ま
す
。

　
震
度
６
弱
以
上
の
地
震
な

ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
携
帯
電
話
・Ｐ
Ｈ
Ｓ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
能

を
使
い
、
自
身
の
安
否
情
報
を

文
字
で
登
録
す
る
こ
と
が
で

き
、
電
話
番
号
を
も
と
に
全

国
の
携
帯
電
話
・Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら

登
録
さ
れ
た
安
否
情
報
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
携
帯
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用
が
で
き

ま
す
。

伝
言
の
登
録
方
法

①
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

か
ら
災
害
用
伝
言
板
を
選
択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」
の
中
の

登
録
を
選
択
。

③
次
の
４
つ
の
選
択
肢
の
う

ち
該
当
す
る
も
の
に
✔
チ
ェ
ッ

ク
。

　
□
無
事
で
す
。　
□
被
害
が

あ
り
ま
す
。　
□
自
宅
に
い
ま

す
。　
□
避
難
所
に
い
ま
す
。

④
任
意
の
コ
メ
ン
ト
を
入
力

（
１
０
０
文
字
以
内
）し

を
押
す
。

※

（
コ
メ
ン
ト
の
例
）：
今
、
家

族
全
員
で
○
○
小
学
校
に
い
ま

す
。

伝
言
の
再
生
方
法

①
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

か
ら　
　
　
　
　
　

 　
を
選

択
。

②「
災
害
用
伝
言
板
」
の
中
の

　
　
　
を
選
択
。

③
安
否
情
報
を
確
認
し
た
い

人
の
携
帯
電
話
・Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
番

号
を
入
れ
、　　
　

 

を
押
す
。

④
伝
言
が
登
録
さ
れ
て
い
る

と
、
一
覧
が
表
示
さ
れ
る
の
で
、

確
認
し
た
い
安
否
情
報
を
選

択
。

　
「
電
話
番
号
」
ま
た
は
「
氏

名
」
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
各

通
信
会
社
が
提
供
す
る
災
害

用
伝
言
版
、
各
企
業
・
団
体

が
提
供
す
る
安
否
情
報
（
テ

キ
ス
ト
情
報
）
を
一
括
で
検
索

し
、
結
果
を
ま
と
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

安
否
情
報
の
検
索
は
、
パ
ソ
コ

ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に

対
応
し
た
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
で
可
能
で
す
。

[J-anpi

の
検
索
ペ
ー
ジ]

　
　
　
　http://anpi.jp/

○
安
否
情
報
ま
と
め
て
検
索

に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
中
心
と

な
っ
て
始
ま
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
安
否
情
報
の
登
録
は
で
き

ず
、
検
索
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
で

す
が
、
各
社
の
情
報
を
一
括
で

検
索
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）

災
害
用
伝
言
板

登
録

確
認

災
害
用
伝
言
版

検
索

災
害
発
生
時
に
は
災
害
用
伝
言

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
！

災
害
発
生
時
に
は
災
害
用
伝
言

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
！

違反対象物の公表制度
が始まります

違反対象物の公表制度
が始まります

平成29年4月1日から施行

知
っ
て
い
ま
す
か
？

安
否
情
報
ま
と
め
て

検
索
「J

-anpi

」

知
っ
て
い
ま
す
か
？

安
否
情
報
ま
と
め
て

検
索
「J

-anpi

」

マラウイマラウイ

詳しくは
消防組合

ホームページを
見てね！
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救
助
隊
員
が
大
活
躍

〝
消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会
に
て
〞

救
助
隊
員
が
大
活
躍

〝
消
防
救
助
技
術

千
葉
県
大
会
に
て
〞

〝
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〞 

開
催

〝
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〞 

開
催

耐
熱
熱
気
訓
練
の
実
施

耐
熱
熱
気
訓
練
の
実
施

平成27年度情報公開制度及び個人情報保護制度の実施状況

実施機関名

管 理 者

議 会

監査委員

合 計

請 求 件 数

17

0

0

17

公文書件数
全部開示 部分開示

17

0

0

17

2

0

0

2

15

0

0

15

不開示
（不存在など）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

却　下 取下げ

情報公開制度
実施機関別公文書の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…防火対象物、危険物施設及び救急に関する文書など 
※情報公開審査委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

決定内容など

請 求 件 数

1 1

公文書件数
開　示 一部開示 不開示

0 1 0 0 0

却　下 取下げ

個人情報保護制度
自己情報の開示請求件数と処理状況 （件）

※請求された公文書の主な内容…火災調査書類に関する文書
※個人情報保護委員に対する不服の申出、相談及び苦情など…なし

決定内容など

　
平
成
28
年
６
月
２
日
（
木
）、

千
葉
県
消
防
学
校
に
お
い
て
第

41
回
消
防
救
助
技
術
千
葉
県
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
県
内
消
防
本
部
の
救
助
隊

員
が
一
堂
に
会
し
、
救
助
技
術

の
安
全
性
・
確
実
性
・
迅
速
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

７
種
目
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
か
ら
も
５
種
目
27

名
の
隊
員
が
出
場
し
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
好
成
績

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
◆
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
と
は

　
２
人
１
組
で
、
登
は
ん
者
が

地
上
高
15
ｍ
の
到
達
地
点
ま
で

器
具
を
使
わ
ず
に
補
助
者
の
協

力
を
得
て
ロ
ー
プ
の
み
で
登

り
、
安
全
・
確
実
性
と
タ
イ
ム

を
評
価
し
ま
す
。

※

千
葉
県
大
会
で
１
位
を
獲
得

し
た
小
松
・
石
川
チ
ー
ム
は
、

８
月
24
日
（
水
）
愛
媛
県
松
山

市
で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
に
千
葉
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。ロープ応用登はん

ロープ応用登はん
第 1位　小松政明　石川瑛一

ロープ応用登はん
第 4位　海後和也　高森康寿

　
６
月
23
日
、
佐
倉
市
高
齢

者
福
祉
課
か
ら
講
師
を
招

き
、
職
員
を
対
象
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
、
42
名
が
認
知
症
の

人
と
接
す
る
と
き
の
心
が
ま

え
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　
厚
生
労
働
省
が
平
成
17

年
か
ら
始
め
た
認
知
症
対

策
で
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
、
地
域
の
認
知
症
を
患

う
人
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
人
の
こ
と
を
い
い
、
現

在
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

総
数
は
全
国
で
760
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。

　
指
定
の
養
成
講
座
を
受

講
す
れ
ば
誰
で
も
な
る
こ
と

が
で
き
、
修
了
後
に
配
付
さ

れ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、

支
援
の
連
携
の
印
と
し
て
受

講
者
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
消
防
活
動
へ

　
消
防
組
合
の
平
成
27
年

中
の
救
急
統
計
で
は
、
救
急

搬
送
人
員
１
万
６
２
０
人
の

う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

が
６
１
０
８
人
と
全
体
の
約

58
％
を
占
め
る
状
況
で
、
今

後
、
災
害
現
場
等
で
も
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
も
増
え
て

く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
受
講
し
た
職
員
は
、
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
受
け
取
り
、

「
学
ん
だ
こ
と
を
日
頃
の
消

防
活
動
に
役
立
て
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
山
武
郡
市
広

域
行
政
組
合
の
職
員
も
視
察
に
訪

れ
、
貴
重
な
意
見
交
換
も
で
き
有

意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
２
月
16
日
、
17
日
の

両
日
に
わ
た
り
、
八
街
市
の
株
式

会
社
ニ
チ
ボ
ウ
が
開
発
し
た
コ
ン

テ
ナ
型
訓
練
装
置
を
借
用
し
耐
熱

熱
気
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
装
置
は
、
コ
ン
テ
ナ

内
の
温
度
を
上
層
部
約
230
℃
、
中

層
部
約
150
℃
、
下
層
部
約
70
℃
の

実
際
の
火
災
に
近
い
熱
気
を
再
現

す
る
こ
と
が
で
き
、
熱
気
層
へ
の

進
入
時
に
お
け
る
放
水
要
領
な
ど

様
々
な
状
況
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
り
、
消
火
戦
術
の
理
解
及
び
火

災
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
の
向

上
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

第38回 千葉県消防音楽隊
フェスティバルが開催されます
第38回 千葉県消防音楽隊
フェスティバルが開催されます

12
時
15
分
開
場

13
時
10
分
開
演

〈
場
所
〉

森
の
ホ
ー
ル
21

（
松
戸
市
千
駄
堀
646
ー
４
）

☎
０
４
７（
３
８
４
）５
０
５
０

※

入
場
無
料
、全
席
自
由
、

予
約
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
４
３（
４
８
１
）１
２
０
６

　
千
葉
県
消
防
音
楽

隊
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
毎
年
、
千
葉
県

内
の
消
防
音
楽
隊
が

一
堂
に
会
し
、
各
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

合
同
で
色
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
曲
を
演
奏
し
、

好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
演
奏
の
合

間
に
は
ゲ
ス
ト
出
演

や
消
防
広
報
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
組
合
の
音
楽

隊
は
八
千
代
市
消
防

音
楽
隊
、
成
田
市
消

防
音
楽
隊
と
と
も
に

総
勢
90
名
で
合
同
演

奏
を
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉

平
成
28
年
10
月
15
日（
土
）

当グループの演奏曲
・フローレンティナーマーチ
・スターウォーズマーチ
・STORY
（映画「ベイマックス」より）
・君をのせて
（映画「天空の城ラピュタ」より）
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